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一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
９
月
２
日

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

⑴
町
民
児
童
課
所
管

・
町
立
保
育
所
の
現
状
に
つ
い
て

　
町
内
の
保
育
所
を
現
地
調
査

し
、
現
状
や
父
母
の
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

・
せ
た
な
町
に
お
け
る
認
定
こ
ど

も
園
の
開
設
に
つ
い
て

　
認
定
こ
ど
も
園
の
概
要
、
必
要

性
、
開
設
に
当
た
っ
て
の
課
題
、

財
源
、
規
模
や
建
設
予
定
地
、
開

設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

再
答
弁
　
町
長

簡
単
な
も
の
で
い
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
や
る
か
ら
に
は
あ
る

程
度
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
に
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
出
入
り
で
き
、
ゆ
っ
く
り
過
ご

せ
る
よ
う
に
と
な
り
ま
す
と
、
ト

イ
レ
の
改
修
、
お
茶
を
飲
む
た
め

の
水
周
り
の
整
備
等
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

国
の
こ
う
し
た
補
助
制
度
を
利

用
し
て
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り

を
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
一

日
も
早
く
計
画
を
ま
と
め
て
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ

に
対
し
て
町
は
し
っ
か
り
応
援
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
絵
を
描
く
と
の

こ
と
で
す
が
、
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

⑵
財
政
課
所
管

・
平
成
26
年
度
普
通
交
付
税
等
に

つ
い
て

　
平
成
26
年
度
の
普
通
交
付
税
額

や
、
一
本
算
定
へ
の
切
り
替
え
に

よ
る
影
響
額
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
10
月
30
日

�

（
第
7
回
臨
時
議
会
会
期
中
）

二
、
委
員
会
構
成

・
委
員
長
の
辞
任
願
に
つ
い
て

・
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

・�

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
補
充

選
任
に
つ
い
て

　
熊
野
委
員
長
の
副
議
長
選
任
に

伴
う
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
の

辞
任
を
受
け
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

選
任
し
ま
し
た
。

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
９
月
３
日

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

⑴
産
業
振
興
課
所
管

・
せ
た
な
町
農
業
塾
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
事
業
内
容
、
予
算
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

⑵�

大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所

管
・�

潜
水
漁
業
機
材
導
入
事
業
補
助

金
に
つ
い
て

　
事
業
の
概
要
、
機
器
選
定
の
理

由
、
事
業
費
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

⑶
瀬
棚
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所

管
・�

水
産
物
保
管
冷
蔵
施
設
の
無
償

貸
付
に
つ
い
て

　
貸
付
す
る
施
設
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
、
期
間
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

・�

小
規
模
漁
港
統
合
に
よ
る
整
備

促
進
に
つ
い
て

　
北
海
道
か
ら
示
さ
れ
た
小
規
模

漁
港
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
内
容
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

・�

瀬
棚
区
市
街
地
国
道
沿
い
街
路

灯
の
改
修
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
財
源
、
事

業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

⑷
建
設
水
道
課
所
管

・�

瀬
棚
地
区
営
農
用
水
道
施
設
改

修
工
事
に
つ
い
て

　
施
設
の
場
所
や
改
修
が
必
要
な

箇
所
等
の
工
事
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

⑸
教
育
委
員
会
所
管

・�

せ
た
な
町
奨
学
資
金
に
つ
い
て

　
現
在
の
奨
学
資
金
の
状
況
、
第

３
回
定
例
会
に
提
案
予
定
の
条
例

改
正
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
７
月
28
日

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

・�

議
会
だ
よ
り
37
号
の
ゲ
ラ
編
集

に
つ
い
て

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
９
月
３
日

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

・�

行
政
視
察
調
査
報
告
の
取
り
ま

と
め
に
つ
い
て

　
行
政
視
察
調
査
報
告
に
つ
き
ま

し
て
は
、
14
～
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

産
業
教
育
常
任
委
員
会

議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

瀬棚保育所で説明を
受けている様子
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◆
第
６
回
◆

�

７
月
14
日
開
会

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

８
０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算

額
は
90
億
５
４
８
１
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

補
正
の
内
容
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
経
費
や
、
少
年
野
球
の

全
道
大
会
出
場
等
に
伴
う
全
道
全

国
大
会
参
加
奨
励
補
助
金
等
で

す
。

◆
第
７
回
◆

�

10
月
30
日
開
会

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

９
４
１
万
３
千
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
92
億
８
１
１
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
内
容
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
金
の
追
加
、
施
設

の
修
繕
料
等
で
す
。

◎
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

副
議
長

�

熊
　
野
　
主
　
税
　
議
員

副
議
長
に
当
選
し
た
熊
野
議
員

が
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

長
・
議
会
運
営
委
員
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
次
の
と
お
り
議
会
構
成
に

変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

・
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

�

澤
　
田
　
光
　
子
　
議
員

・
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長

�

大
　
野
　
一
　
男
　
議
員

◎
電
力
料
金
の
再
値
上
げ
の
抑
制

を
求
め
る
意
見
書

北
海
道
電
力
株
式
会
社
は
、
火

力
発
電
へ
の
代
替
に
伴
う
燃
料
費

の
増
加
等
を
理
由
に
、
一
般
家
庭

や
商
店
等
の
小
口
利
用
者
向
け
の

「
規
制
部
門
電
気
料
金
」
に
つ
い

て
、
平
均
17
・
03
％
の
値
上
げ
を

認
可
申
請
す
る
と
と
も
に
、
認
可

の
必
要
が
な
い
企
業
向
け
の
「
自

由
化
部
門
電
気
料
金
」
に
つ
い
て

も
平
均
22
・
61
％
の
値
上
げ
を
行

う
こ
と
を
表
明
し
た
。

政
府
は
こ
れ
を
受
け
て
、
申
請

か
ら
１
・
70
ポ
イ
ン
ト
圧
縮
し

15
・
33
％
に
す
る
と
発
表
し
た
。

北
海
道
電
力
株
式
会
社
は
こ
れ
に

加
え
、
電
力
使
用
量
が
増
え
る

冬
期
間
の
激
減
緩
和
策
と
し
て
、

11
月
か
ら
３
月
末
ま
で
は
さ
ら

に
２
・
90
ポ
イ
ン
ト
圧
縮
し
12
・

43
％
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

政
府
は
同
様
に
企
業
向
け
の

「
自
由
化
部
門
電
気
料
金
」
に
つ

い
て
も
、
20
・
32
％
に
圧
縮
す
る

よ
う
求
め
、
北
海
道
電
力
株
式
会

社
の
激
減
緩
和
措
置
を
含
め
る

と
11
月
か
ら
３
月
末
ま
で
は
16
・

48
％
と
な
る
。

中
小
企
業
や
地
域
住
民
は
、
こ

れ
ま
で
も
国
や
北
海
道
電
力
株
式

会
社
の
要
請
に
応
じ
、
節
電
に
取

り
組
ん
で
い
る
上
、
北
海
道
経
済

は
未
だ
に
景
気
回
復
の
実
感
に
乏

し
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
折
、
昨
年
９
月
に
続
き
電
気
料

金
が
再
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
政
府
に
お

い
て
は
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
　
今
後
、
政
府
と
し
て
北
海
道

電
力
株
式
会
社
に
お
け
る
最
大
限

の
経
営
効
率
化
と
経
費
の
削
減
等

に
つ
い
て
、
徹
底
し
て
進
め
る
よ

う
指
導
す
る
こ
と
。

２
　
電
力
料
金
の
発
電
所
建
設
や

使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
、燃
料
、

広
告
等
の
営
業
費
用
に
一
定
の
利

益
を
上
乗
せ
し
た
「
総
括
原
価
方

式
」
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
。

３
　
電
力
の
安
定
供
給
に
つ
い

て
、
現
在
の
北
海
道
電
力
株
式
会

社
で
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
火

力
発
電
所
を
高
頻
度
で
稼
働
す
る

等
の
対
策
で
は
、
突
発
的
な
不
具

合
の
発
生
に
よ
り
受
給
逼
迫
の
お

そ
れ
が
生
じ
る
等
、
電
力
供
給
に

は
不
安
要
素
も
多
く
、
町
民
生
活

は
も
と
よ
り
、
中
小
・
小
規
模
企

業
の
事
業
活
動
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
に
資
す
る

送
電
網
の
早
急
な
整
備
等
、
電
力

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
価
で
安
全
か

つ
安
定
的
に
供
給
す
る
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
。

�

提
出
議
員
　
熊
野
　
主
税

�

賛
成
議
員
　
澤
田
　
光
子

�

同

　
大
野
　
一
男

�

同

　
内
田
　
尊
之

�

同

　
大
湯
　
圓
郷

※�

意
見
書
は
、
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※�

内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
、
関
係

す
る
大
臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

定例会・臨時会の様子を
本庁、瀬棚総合支所では１階ロビー
大成総合支所では２階会議室で
テレビ放映しています。

議 会 の 様 子 を 放 映


